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(57)【要約】
【課題】高吸収性ポリマーの粒子が吸収性物品の肌対向
面側に露出することを抑制し、吸収性能の低下や装着感
の悪化を抑制できる吸収性物品を提供する。
【解決手段】吸収性物品１は、液透過性の表面シート１
０、液不透過性の裏面シート２０及び表面シートと裏面
シートとの間に設けられる吸収体３０を含む。吸収体３
０は、高吸収性ポリマーの粒子を含む第１吸収層３１と
、第１吸収層３１の肌対向面側に配置され、高吸収性ポ
リマーの粒子を含まない第２吸収層３２と、を有する。
吸収性物品１は、第１吸収層３１と第２吸収層３２の間
に配置される液透過性の中間シート４０を備える。
【選択図】図２



(2) JP 2016-7227 A 2016.1.18

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性の表面シート、液不透過性の裏面シート及び前記表面シートと前記裏面シート
との間に設けられる吸収体を含み、
　互いに直交する製品長手方向及び製品幅方向を有する吸収性物品であって、
　前記吸収体は、
　高吸収性ポリマーの粒子を含む第１吸収層と、
　前記第１吸収層の肌対向面側に配置され、前記高吸収性ポリマーの粒子を含まない第２
吸収層と、を有し、
　前記第１吸収層と前記第２吸収層の間に配置され、液透過性の中間シートを備える、吸
収性物品。
【請求項２】
　前記中間シートの製品幅方向の長さは、前記第１吸収層の製品幅方向の長さよりも長く
、
　前記中間シートの製品長手方向の長さは、前記第１吸収層の製品長手方向の長さよりも
長い、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記第２吸収層と前記中間シートが厚み方向に圧搾された圧搾溝を有する、請求項１又
は請求項２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　着用者の排泄口が対向する領域を含む中央領域と、前記中央領域よりも着用者の前側に
位置する前側領域と、前記中央領域よりも着用者の後側に位置する後側領域と、を有し、
　前記圧搾溝は、低圧搾部と、前記低圧搾部よりも強い力で圧縮された高圧搾部と、を有
し、
　前記前側領域の前記高圧搾部の面積率は、前記中央領域の前記高圧搾部の面積率よりも
高く、
　前記後側領域の前記高圧搾部の面積率は、前記中央領域の前記高圧搾部の面積率よりも
高い、請求項３に記載の吸収性物品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、高吸収性ポリマーの粒子を含む吸収体を備える吸収性物品が知られている（例え
ば、特許文献１）。特許文献１の吸収体は、高吸収性ポリマーの粒子を含む上方吸液部と
、上方吸液部の非肌対向面側に配置された下方吸液部と、を備える。特許文献１の吸収性
物品によれば、着用者から排出された体液が表面シートを介して上方吸液部に引き込まれ
、体液が上方吸液部の高吸収性ポリマーによって保持される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３-３９１６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の上方吸液部及び下方吸液部は、高吸収性ポリマーの粒子が繊維層間に配置
された吸収性シートからなる。高吸収性ポリマーの粒子は、パルプ等の繊維と比較して移
動し易く、吸収体が依れた際に、高吸収性ポリマーの粒子が繊維層から移動し、吸収性物
品の肌対向面側に露出することがある。その結果、高吸収性ポリマーの粒子が零れて吸収
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性能が低下したり、高吸収性ポリマーの粒子が使用者の肌に触れて装着感が悪化したりす
るおそれがある。
【０００５】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、高吸収性ポリマーの粒子
が吸収性物品の肌対向面側に露出することを抑制し、吸収性能の低下や装着感の悪化を抑
制できる吸収性物品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決するため、本開示に係る吸収性物品は、液透過性の表面シート、液
不透過性の裏面シート及び前記表面シートと前記裏面シートとの間に設けられる吸収体を
含み、互いに直交する製品長手方向及び製品幅方向を有する吸収性物品であって、前記吸
収体は、高吸収性ポリマーの粒子を含む第１吸収層と、前記第１吸収層の肌対向面側に配
置され、前記高吸収性ポリマーの粒子を含まない第２吸収層と、を有し、前記第１吸収層
と前記第２吸収層の間に配置される液透過性の中間シートを備えることを要旨とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本開示によれば、高吸収性ポリマーの粒子が吸収性物品の肌対向面側に露出することを
抑制し、吸収性能の低下や装着感の悪化を抑制できる吸収性物品を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態に係る吸収性物品の平面図である。
【図２】図１に示すＡ－Ａ断面図である。
【図３】図１に示すＢ－Ｂ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図面を参照して、実施形態に係る吸収性物品の製造方法、及び当該製造方法によって製
造された吸収性物品について説明する。なお、以下の図面の記載において、同一または類
似の部分には、同一または類似の符号を付している。ただし、図面は模式的なものであり
、各寸法の比率などは現実のものとは異なることに留意すべきである。したがって、具体
的な寸法などは以下の説明を参酌して判断すべきものである。また、図面相互間において
も互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれていることは勿論である。
【００１０】
（１）吸収性物品の構成
　図１及び図２を参照して、吸収性物品の構成を説明する。図１は、本実施の形態に係る
吸収性物品の製造方法によって製造された吸収性物品の平面図である。図２は、図１に示
すＡ－Ａ断面図であり、図３は、図１に示すＢ－Ｂ断面図である。本実施形態に係る吸収
性物品１は、生理用ナプキンである。
【００１１】
　吸収性物品１は、着用者の排泄口が対向する領域を含む中央領域ＣＡと、中央領域ＣＡ
よりも着用者の前側に位置する前側領域ＦＡと、中央領域ＣＡよりも着用者の後側に位置
する後側領域ＲＡと、を有する。なお、後述する一対のウイング部が配置された領域は、
中央領域ＣＡである。
【００１２】
　吸収性物品１は、着用者の身体前側と身体後側とに延びる製品長手方向Ｌと、製品長手
方向に直交する製品幅方向Ｗと、厚み方向Ｔと、を有する。厚み方向Ｔは、肌対向面側Ｔ
１及びその反対側である非肌対向面側Ｔ２を有する。
【００１３】
　吸収性物品１は、液透過性の表面シート１０と、液不透過性の裏面シート２０と、吸収
体３０と、液透過性の中間シート４０と、を有する。吸収体３０は、厚み方向において、
表面シート１０と裏面シート２０との間に配置される。吸収体３０は、図１において破線
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で示される。
【００１４】
　表面シート１０は、体液等の液体を透過する液透過性のシートである。表面シート１０
は、少なくとも吸収体３０の肌対向面を覆う。表面シート１０は、不織布、織布、有孔プ
ラスチックシート、メッシュシートなどを用いることができる。本実施の形態の表面シー
ト１０は、目付２０ｇ／ｍ２のポリエチレンからなる開口フィルムである。
【００１５】
　裏面シート２０は、体液等の液体を透過しない液不透過性のシートである。裏面シート
２０は、少なくとも吸収体３０の非肌対向面を覆う。裏面シート２０は、ポリエチレンシ
ート、ポリプロピレン等を主体としたラミネート不織布、通気性の樹脂フィルム、スパン
ボンド又はスパンレース等の不織布に通気性の樹脂フィルムが接合されたシートなどを用
いることができる。本実施の形態の裏面シート２０は、目付２０ｇ／ｍ２のポリエチレン
からなるフィルムである。
【００１６】
　吸収体３０は、経血などの体液を吸収可能な吸収材料によって形成される。吸収材料は
、親水性繊維、パルプ、高吸収性ポリマーの粒子を含む。吸収体３０は、第１吸収層３１
と、第１吸収層３１よりも肌対向面側に配置された第２吸収層３２と、を有する。第２吸
収層３２の製品幅方向Ｗの長さは、第１吸収層３１の製品幅方向Ｗの長さよりも長い。第
２吸収層３２の製品長手方向Ｌの長さは、第１吸収層３１の製品長手方向Ｌの長さよりも
長い。
【００１７】
　第１吸収層３１は、高吸収性ポリマーの粒子（図示せず）を含む。本実施の形態の第１
吸収層３１は、目付１５ｇ/ｍ２のティッシュと、目付６０ｇ/ｍ２のパルプと、目付６０
ｇ/ｍ２の高吸収性ポリマーの粒子と、目付６０ｇ/ｍ２のパルプと、目付１５ｇ/ｍ２の
ティッシュと、が厚み方向に積層された５層構造である。第１吸収層３１には、エンボス
加工が施されている。エンボス加工は、平面視にてドット状に設けられている。
【００１８】
　なお、第１吸収層３１は、高吸収性ポリマーの粒子を含んでいればよく、パルプ以外の
他の吸収材料を含んでいてもよいし、パルプを含んでいなくてもよい。また、第１吸収層
３１は、高吸収性ポリマーの粒子が零れることを防ぐために、ティッシュ等の被覆シート
を有することが好ましい。
【００１９】
　第２吸収層３２は、パルプを含み、かつ高吸収性ポリマーの粒子を含まない。本実施の
形態の第２吸収層３２は、目付４５０ｇ/ｍ２のパルプからなる。なお、第２吸収層３２
は、高吸収性ポリマーの粒子を含まない構成であればよく、親水性繊維等、パルプ以外の
吸収材料を含んでいてもよい。
【００２０】
　中間シート４０は、液透過性のシートであり、第２吸収層３２からの体液を第１吸収層
３１に通過させる。本実施の形態の中間シート４０は、目付１５ｇ／ｍ２のポリプロピレ
ンからなるＳＭＳ不織布である。中間シート４０は、エアースルー不織布、エアレイドパ
ルプシートによって構成されていてもよい。
【００２１】
　中間シート４０は、親水性であることが好ましい。親水性の中間シート４０によれば、
第２吸収層３２からの液状の体液は、第１吸収層３１に通過するが、第２吸収層３２から
の経血は、第１吸収層３１に通過し難くなる。その結果、第１吸収層３１に含まれる高吸
収性ポリマー粒子によって、液状の体液を効率よく吸収できる。
【００２２】
　中間シート４０は、厚み方向において、第１吸収層３１と、第２吸収層３２と、の間に
配置される。中間シート４０の製品幅方向Ｗの長さは、吸収体３０の製品幅方向Ｗの長さ
よりも長く、中間シート４０の製品長手方向Ｌの長さは、吸収体３０の製品長手方向Ｌの
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長さよりも長い。
【００２３】
　なお、中間シートは、中間シート４０の製品幅方向Ｗの長さが、第１吸収層３１の製品
幅方向Ｗの長さよりも長く、かつ中間シート４０の製品長手方向Ｌの長さが、第１吸収層
３１の製品長手方向Ｌの長さよりも長くなるように構成されていることが好ましい。また
、中間シート４０は、後述する圧搾溝６０を形成する位置に配置されることが好ましい。
中間シートの製品幅方向の長さが、圧搾溝の製品幅方向の長さよりも長く、かつ中間シー
トの製品長手方向の長さが、圧搾溝の製品長手方向の長さよりも長くなるように構成され
ていることが好ましい。
【００２４】
　吸収性物品１は、吸収体３０よりも製品幅方向Ｗの外側に配置されるウイング部５０を
備える。ウイング部５０は、使用時に非肌対向面側に折り返され、下着に着脱自在に接着
される。
【００２５】
　本実施の形態の表面シート１０の周縁及び裏面シート２０の周縁は、吸収性物品の周縁
に到達している。表面シート１０と裏面シート２０の周縁が接合されて、吸収体３０が内
封される。吸収性物品は、表面シート１０の側縁を覆い、表面シート１０の側縁から製品
幅方向Ｗの外側に延びるサイドシートを備える構成であってもよい。
【００２６】
　裏面シート２０において、下着と接触する表面には、複数の領域において粘着剤（図示
せず）が塗布されている。使用前の状態では、粘着剤は、図示しない剥離シートに接して
いる。剥離シートは、使用前に粘着剤が劣化するのを防止している。そして、使用時に着
用者によって剥離シートが剥離される。
【００２７】
　表面シート１０、第２吸収層３２及び中間シート４０には、厚み方向に圧縮された圧搾
溝６０が形成されている。圧搾溝６０は、平面視にて二重の環状である。圧搾溝６０は、
環状の第１圧搾溝６１と、平面視にて第１圧搾溝よりも外側に位置する環状の第２圧搾溝
６２と、平面視にて第１圧搾溝６１と第２圧搾溝６２の間に位置する環状の第３圧搾溝６
５と、を有する。第３圧搾溝６５は、第１圧搾溝６１よりも小さい環状であって、かつ第
２圧搾溝６２よりも小さい環状である。第３圧搾溝６５は、前側領域ＦＡと後側領域ＲＡ
にそれぞれ２個ずつ形成されている。
【００２８】
　表面シート１０の肌対向面及び第２吸収層３２の肌対向面には、非肌対向面側に凹む凹
部が形成されている。第２吸収層３２の非肌対向面及び中間シート４０の非肌対向面には
、肌対向面側に凹む凹部が形成されている。一方、第１吸収層３１及び裏面シート２０に
は、圧搾溝が形成されていない。よって、第１吸収層３１の肌対向面と中間シート４０の
非肌対向面との間には、凹部による空間Ｓが形成されている。
【００２９】
　第１圧搾溝６１及び第２圧搾溝６２は、それぞれ高圧搾部６３と低圧搾部６４とを有す
る。高圧搾部６３は、低圧搾部６４よりも高い力で圧縮された部分である。高圧搾部６３
は、平面視にて、点状である。高圧搾部６３は、間隔を空けて複数並んで配置されており
、全体として一定の領域を形成するように構成されている。図１において、圧搾溝内で点
状に示された部分が高圧搾部６３であり、圧搾溝内において点状以外の部分が低圧搾部６
４である。なお、低圧搾部６４は、低い力で圧縮された領域に限らず、圧縮されていない
領域を含む。すなわち、圧搾溝は、高圧搾部のみによって構成されていてもよい。
【００３０】
　前側領域ＦＡの高圧搾部６３の面積率は、中央領域ＣＡの高圧搾部６３の面積率よりも
高い。また、後側領域ＲＡの高圧搾部６３の面積率は、中央領域ＣＡの高圧搾部６３の面
積率よりも高い。
【００３１】
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　なお、ここで、高圧搾部６３の面積率とは、一定区画の面積に対する当該区画内の高圧
搾部６３の面積の比率である。本実施の形態の高圧搾部６３の面積率は、以下の方法によ
って測定できる。吸収性物品１を製品長手方向Ｌに隣接する複数の区画に分割する。各区
画の幅方向の長さは、吸収体３０の製品幅方向の最大幅とし、各区画の製品長手方向の長
さは、５ｍｍとする。各区画は、製品幅方向に長い横長形状であり、面積は一定である。
そして、各区画内における高圧搾部６３の面積を測定する。次いで、区画の面積に対する
高圧搾部の面積の比率を算出する。
【００３２】
　前側領域ＦＡに位置する区画の高圧搾部６３の面積率が中央領域ＣＡに位置する区画の
高圧搾部の面積率よりも高いことを、前側領域ＦＡの高圧搾部６３の面積率が中央領域Ｃ
Ａの高圧搾部６３の面積率よりも高いことと規定する。また、後側領域ＲＡに位置する区
画の高圧搾部６３の面積率が中央領域ＣＡに位置する区画の高圧搾部６３の面積率よりも
高いことを、後側領域ＲＡの高圧搾部６３の面積率が中央領域ＣＡの高圧搾部６３の面積
率よりも高いことと規定する。
【００３３】
（２）吸収性物品の製造方法
　次いで、吸収性物品の製造方法の一例について説明する。なお、説明しない方法につい
ては、既存の方法を用いることができる。吸収性物品の製造方法は、まず、表面シート供
給工程を行う。表面シート供給工程は、表面シート１０を供給する。次いで、第２吸収層
成形工程を行う。第２吸収層成形工程Ｓ２は、パルプを含む吸収材料を積層し、第２吸収
層３２を成形する。次いで、第２吸収層積層工程を行う。第２吸収層積層工程は、表面シ
ート１０上に第２吸収層３２を配置し、表面シート１０と第２吸収層３２を積層する。な
お、表面シート供給工程、第２吸収層成形工程、及び第２吸収層積層工程の順序は、限定
されない。
【００３４】
　第２吸収層積層工程の後工程として、中間シート配置工程を行う。中間シート配置工程
は、第２吸収層３２上に中間シート４０を配置する。表面シート１０、第２吸収層３２及
び中間シート４０が厚み方向に重なって配置される。次いで、圧搾溝形成工程を行う。圧
搾溝形成工程は、表面シート１０、吸収体３０及び中間シート４０にエンボス加工によっ
て圧搾溝６０を形成する。
【００３５】
　また、第１吸収層成形工程を行う。第１吸収層成形工程は、高吸収性ポリマーの粒子を
含む吸収材料を積層し、第１吸収層３１を成形する。次いで、圧搾溝形成工程の後工程及
び第１吸収層成形工程の後工程として、第１吸収層積層工程を行う。第１吸収層積層工程
は、中間シート４０上に第１吸収層３１を配置する。表面シート１０、第２吸収層３２、
中間シート４０及び第１吸収層３１が厚み方向に重なって配置される。
【００３６】
　第１吸収層積層工程の後工程として、裏面シート積層工程を行う。裏面シート積層工程
は、吸収体３０及び中間シート４０等上に裏面シート２０を積層する。次いで、裏面シー
トを接合し、裏面シートに接着剤を塗布する工程を備える。上記の工程により、本実施の
形態における吸収性物品を製造することができる。
【００３７】
（３）作用・効果
　吸収性物品１の肌対向面側Ｔ１に配置された第２吸収層３２が高吸収性ポリマーの粒子
を有しないため、高吸収性ポリマーの粒子が吸収性物品１の肌対向面側に露出することを
抑制できる。第２吸収層３２が高吸収性ポリマーの粒子を有する構成と比較して、吸収性
能の低下や装着感の悪化を抑制できる。
【００３８】
　また、第２吸収層３２の非肌対向面側に配置された第１吸収層３１が高吸収性ポリマー
の粒子を有する。そのため、体液が大量に排出された場合であっても高吸収性ポリマーの
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粒子によって体液を保持できる。また、体液吸収後に着用者の身体が密着した場合であっ
ても、リウェットを抑制できる。
【００３９】
　加えて、第１吸収層３１と第２吸収層３２の間に中間シート４０が配置されているため
、第１吸収層３１から高吸収性ポリマーの粒子が漏れた場合であっても、高吸収性ポリマ
ーの粒子が第２吸収層３２及び表面シート１０に移行することを抑制できる。よって、高
吸収性ポリマーの粒子が吸収性物品１の肌当接面側に露出することを抑制できる。
【００４０】
　製品長手方向及び製品幅方向において、第２吸収層３２の長さが第１吸収層３１の長さ
よりも長いため、第２吸収層３２によって第１吸収層３１を覆うことができる。その結果
、第１吸収層３１から高吸収性ポリマーの粒子が漏れた場合であっても、高吸収性ポリマ
ーの粒子が表面シート１０に移行することを抑制できる。
【００４１】
　第２吸収層３２に圧搾溝６０が形成されているため、第２吸収層３２は、圧搾溝６０を
変形基点として容易に変形可能となる。よって、吸収体３０は、使用時にコンパクトに配
置され、また着用者の身体に沿って配置され易くなる。加えて、第２吸収層３２と表面シ
ート１０に連通する圧搾溝６０を形成することによって、吸収体３０の剛性が高くなり、
長時間の使用した場合であっても吸収体３０のよれを抑制できる。例えば、吸収体３０が
よれると、第１吸収層の高吸収性ポリマーの粒子が漏れることがある。吸収体３０の剛性
が高くなることにより、吸収体３０のよれを抑制でき、高吸収性ポリマーの粒子の漏れを
抑制できる。また、第２吸収層３２と表面シート１０に連通する圧搾溝６０をすることに
よって、第２吸収層３２へ体液を引き込み易くなる。
【００４２】
　また、表面シート１０と中間シート４０に圧搾溝６０が形成されているため、中間シー
ト４０には、圧搾溝６０による凹部が形成される。そのため、中間シート４０と第２吸収
層３２との間に空間Ｓができる。第１吸収層３１から高吸収性ポリマーの粒子が零れた場
合であっても、中間シート４０と第２吸収層３２との間の空間Ｓで高吸収性ポリマーの粒
子を保持でき、高吸収性ポリマーの粒子が第２吸収層３２及び表面シート１０に移行する
ことを抑制できる。
【００４３】
　吸収性物品１の前端部や後端部は、脚や臀部の動きによって吸収性物品が依れやすい。
しかし、前側領域ＦＡにおける高圧搾部６３の比率が中央領域ＣＡにおける高圧搾部６３
の比率よりも高く、かつ後側領域ＲＡの高圧搾部６３の比率が中央領域ＣＡにおける高圧
搾部６３の比率よりも高いため、中央領域ＣＡに比べて前側領域ＦＡ及び後側領域ＲＡの
よれを抑制できる。一方、着用者の排泄口に対向する中央領域ＣＡは、高圧搾部６３の面
積の比率が比較的低いため、柔軟に変形でき、装着時の違和感を抑制できる。
【００４４】
（４）変形例
　上述したように、本発明の実施形態を通じて本発明の内容を開示したが、この開示の一
部をなす論述及び図面は、本発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示
から当業者には様々な代替実施の形態、実施例及び運用技術が明らかとなる。
【００４５】
　例えば、変形例に係る吸収性物品は、中間シートの製品幅方向の長さが第１吸収層の製
品幅方向の長さよりも短く構成されていてもよいし、中間シートの製品長手方向の長さが
第１吸収層の製品長手方向の長さよりも短く構成されていてもよい。また、変形例に係る
吸収性物品は、圧搾溝が形成されていなくてもよい。
【００４６】
　また、吸収性物品は、生理用ナプキンに限られず、吸収パッド、パンティーライナーで
あってもよい。
【符号の説明】
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【００４７】
　Ｌ…製品長手方向
　Ｔ…厚み方向
　Ｗ…製品幅方向
　１…吸収性物品
　１０…表面シート
　２０…裏面シート
　３０…吸収体
　３１…第１吸収層
　３２…第２吸収層
　４０…中間シート
　５０…ウイング部
　６０…圧搾溝
　６１…第１圧搾溝
　６２…第２圧搾溝
　６３…高圧搾部
　６４…低圧搾部

【図１】 【図２】
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